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発表演題名 湖沼底質の改善技術の検討 

学会名 第 23回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部「支部研究会」 
発表者名 石田 敏一（環境部） 

開催場所 富山県民会館 

開催日時 平成２１年３月９日（月） 

発表内容 湖沼などの閉鎖性水域における窒素・リン濃度の増加は水の富

栄養化を引き起こし、アオコの発生など水環境の不健全化などの原

因となっている。河川水等に溶けて流域から流入する窒素・リンに

加え、底泥には多量の窒素・リンが蓄積されており、底泥の嫌気化

などによって窒素・リンが湖水中に回帰することが知られている。 

これまでの「底泥からの窒素・リンの溶出メカニズムの解明」の研

究により、三方湖や久々子湖などの浅い湖沼では、底質からの栄養塩

類の溶出が水質の悪化に大きく寄与していること、栄養塩のうちリン

が「制限因子(*)｣となること、底泥温度や溶存酸素などが窒素・リン
の溶出速度に影響を及ぼすことが分かった。 
そこで、底質からのリンの溶出を抑制する技術について研究した。  
(*)制限因子；アオコの増殖に必要な栄養塩類のうち、その増殖に最も必

要とされる栄養塩のことで、これを削減することで、その増殖を抑制できる。 
 

 
 
 


